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資料１ 

 

平成３０年度事業の進捗状況について 

 

 

（１）街なか情報発信事業「はい！やまがたでした！」 

   ア 進捗状況 

    ① 現在サイトとアプリに掲載している情報の件数 

     ⇒ 山形市中心市街地と、中心市街地に隣接する近隣エリアの店舗（飲食、物販、 

       サービス等）、観光施設、時間貸し駐車場、公園、公衆トイレなど 611件 

       ※ 10月 17日時点 

        （個店・施設…482件、駐車場…111件、公園…13件、公衆トイレ…5件） 

    ② 情報が掲載されている店舗については、店舗が自分で自由にページを編集してク

ーポン情報などを登録できる編集用の IDとパスワードも発行している。 

    ③ チラシやカードなどの広報ツールを作成し、店舗や施設のほか、山形地区ハイヤ

ー協議会、山形ホテル協会などに掲示や設置をしてもらえるよう協力依頼を行っ

ている。 

    ④ アプリダウンロード数（iOS+Android）  9月末時点 9,471件 

      ※ 7月末時点 8,540件 

 

   イ 今後の予定 

     多言語対応機能の導入や、交通情報、子育て、バリアフリー情報など、発信する

情報を強化していくことで、利用者に対し、より便利な情報発信ツールとなるよう、

今年度中にシステムのアップデートを検討していく。  

 

 

（２）出店サポートセンター事業 

   ア 相談者等件数（平成 30年 4月 1日～9月末現在） 

     ・相談者数  37人（うち継続相談者 29人） 

     ・相談件数（延べ件数） 110件 

      （新規来所：37件、再来所：33件、電話問合せ：17件、その他：23件） 

     ・主な相談内容  空き店舗情報、補助金・融資関係、創業・事業計画 など 

 

   イ 新規出店事業者事業性評価委員会の実施 

     ・実施日  平成 30年 10月 4日（木） 

     ・内 容  評価対象者 1名 

            ⇒ 飲食店（山形市本町での新規出店者。12月オープン予定） 

     ・結 果  推薦相当 

      ※ 推薦相当の評価の方は、山形市の「山形市中心市街地新規出店者サポート 

        事業費補助金」を受けられる対象者となります。 
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（３）平成 30年度山形市中心市街地活性化にかかる市民ニーズ調査 

   市民の中心市街地利用の現状と中心市街地に対する意識やニーズの把握を目的とした 

  アンケート調査を実施している。 

   昨年度の調査では、60 代～70 代の回答者が全体の 54％を占めたため、今年度は幅広

い年齢層からの回答をいただくことを目的に、Webアンケートを使用した方法での調査

としている。 

 

  【調査概要】 

   ① 調査期間  平成 30年 9月 26日（水）～ 10月 31日（水） 

   ② 調査対象  一般市民 

   ③ 調査方法  Webアンケートを使用し、PCやスマートフォンより回答いただく 

   ④ 調査項目  属性、来街頻度、滞在時間、来街目的、立ち寄り場所、使用金額、 

           交通手段、必要だと考える施設・機能、電子決済対応のニーズ、 

           その他 

   ⑤ 目標サンプル数  1,000件 

   ⑥ 周知方法  ・チラシ配布 

           ・山形コミュニティ新聞（9/28号）に掲載 

 


